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ヒラメの資源生態調査-1

卵発生と仔魚、

石田 修

はじめに

ヒラメの漁場資源生態調査の目的は千葉県沿伴漁業

振興のための栽培漁業の事業化を目標として、ヒラメ

の生活環、分布生態等を明らかにして種苗放流による

生産増の可能性、放流海域等を究明するための基礎資

料を得ることである。ヒラメ Pαrαlichtys oHvαce叫

(TEMIvlINK et SCHLEG日)の人工ふ化は藤田・催、田

中・増面、原田 -d、大場・催、石田 -dにより試み

られている他、近年各県においても活発に行なわれて

いる。従って、卵発生や仔魚期jについては詳細に研究

されているが、これらの報告は種苗生産からみた報告

が多い。ヒラメの資源生態調査を進めて行くためには

産卵時期や産卵場所、及び卵の移送や{子魚の移動につ

いても考慮しておく必要があり、これらの調査を行在

うためには卯の発生や{子魚の成長、及び生理などを把

握しておくことは重要と忠われる。よって、生態的な

観点からの卵発生や仔魚の成長、生理について、今ま

で報告されている資料を参考にして報告する。

材料と方法

採卵、採精に用いた親魚、は千葉県天津小湊阿?中で、七

日網(ヒラメ網)で昭和47年3月一4月に漁獲され、

魚市場に水揚げされた直後の生きているヒラメである。

採卵、採精はヒラメの腹部を手で圧して行ない、卵、

精子をスチロ lレ製ボー jレ内に別々にとった後、卵、

精子を各々 20eポリエチレン製広口ピンにj戸過海水と

共に収容し、 1U寺間以内に自動車で水産試験場まで輸

送した。持ち帰った卵はi戸過海水で洗浄した後、浮i持
卵のみを受精させて 0.5X1.0XO.4mのモジ網の生資

に収容し、流水でふ化をさせた。受精からふ化までの

水温は16~20oCで、 f子魚の飼育水識は19~20oCであっ
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た。仔魚の自J}料はふ化後12日目まではワムシを用い、

12日i:Jl査はアルテミアノープリウスを用いた。

結果と考察

卵の発生

a 未受精卵(図 1-1) 

ヒラメの腹部を圧して出した卵を海水に浸潰した時

の卵は真Plで透明である。卵径は900~1，050μ で、モ

ドは950~1，000μ にある。排卵した卯をホルマリン

固定(10%溶液)した卯径は変形により 800~920μ とな

り、モードは 910μ 前{査にある。海水lこj畳j責した時[こ

浮上した肝lは受精率が高く、沈下卯は受精率が悪い。

沈下して白濁した卵はへい死卯とみなせる。 iii，i田は卵

について報告し、膜は薄いが卯に接着し、表面には小

斑点を散布し、この膜は受精後に崩壊して糸状となり、

子午線に配置されついに消失するとしている。また、

卵門は油球と相対して存在して漏斗状であり、油球は

1個で直径は 130μ であるとしている。

b. 受精卵(図 1-2) 

受精後図卵15が形成され、1H寺間後に観察した時点

では極体が認められた。石田 目日記は受精卵の密度(よじ

重)を測定し、 ρ。1.0267 ~ 1. 0270、ρ"1. 0247~ 1. 0249 

の海水と同じ密度であると報告した。す主わち、水温

15.0oC の時には塩素景 18.59~語以上の海水では卯は浮

上し、 18.45ノ協以下では卵が沈下する。

千葉県の富津以南の東京外湾のヒラメの産卵盛期は

3~4 月で、この時期の産卵場付近の水温は 15
0

C前後

であり、塩素量は19見合前後で年間を通して高献な待期

にあたる。また、水視、塩素量とも表面と 50m層の差

が少ない。これらのことは、天然の産卵場付近の受精

卵は浮上する傾向にあることを示していると思われる。

※ 未受精卵を海水に浸漬しただけで膜が卯から離れる卵もある。
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ふ化直後の仔魚の全長は2.4-2.6mmで、ぁZ。筋肉節数

" は 12-13十25-26~37-39であると報告されている。

ふ化後 1日目では全長は 3.白川前後になる。 j出球は

卵黄後端に位置している。頭の前部から』工門までの長

さはl.4mm位で、日上門は成長「るにつれて頭部よりに
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c. 2細胞期(図 1-3) 

!圧総上回に溝が現われ、受精後 1時間10分で怪童書が

2分される。

d. 4細胞期(図 1-4) 

受精後 2時間でつt.1卯刻溝に直角に才 2卵割溝が入

;

ー

位置する。

背膜鰭、腹膜鰭に黒、黄色素胞が認められるが、主

に尾吉li中央に集中する。色素は頭部、体側全面に認め

られ、又、卵黄、油球上にも認められる。

水温によるふ化の限界は低温部が100C、高温部が25

Ocで、ふ化の最適温度は15
0
Cである。ふ化仔魚は水温

が10
0

C以下、 25
0

C以上では関口しないでへい死する。

安永はふ化時間と温度との関係を詳細に研究し、最小

自乗法によるふ化時間 Tと温度 tの関係は12-20'C

で logT~2.704-0.059t で表わされると報告してい

り4車問H包になる。

e. 8細胞期(閃 1-5) 

受精後 2時間30分で 8細胞になる。

f. 16細)j包則(図 1-6) 

受精後 3時間で16細胞になる。害Jj球はずれて整然と

していない。

ι32細胞期(図 2-7) 

受精後 3時間45分で3羽田)j包になるo

h 初期桑実目玉(図 2-8) 

受精後 5時間20分で初期桑実目玉になる。細胞は細か

くなる。 る。

卵は比較的低献水にも3虫いが、安定したふ化率が得

られるのは 100%海水に近い塩分濃度である。しかし、

ふ化仔魚は卯より低献水に強くなり、塩素量が8)1弘前

後の海水でも関口までの生残率は85%で、 15Ji品前後の

海水と大差がなし凡なお、高似ノkでは生残率が低くな

り、塩素量19必の海水では開口までの生残率は70%で

I 後期桑実肢(図 2-9) 

受精後 7時間で綱)1包は極めて細かくなる。

j .胞)忠則(図 2-10) 

受精後 8時間30分で細胞は更に細かくなる o

i 肥厚部出現(!ZI2--11)

受精後14時間30分で腔盤の周縁が厚くなり、 E主盤部

あった。

ヒラメの産卵時期は水温が15'C前後で、高械な時期

にあたるが、生理的には、卵の発生にとっては影響が

なく、また、ふ化仔魚、が?~1岸の低献域に移送された場

合には生理的には仔魚にとって都合が良いと思われる。

q ふ化f子魚 2 (図 3-17) 

ふ化後3日で卵黄、油球が小さくなり、消化管は太

くなって虹門に達する。全長は 3.2mm前後に達する。

r 関口した{子魚(図 3-18) 

ふ化後4-5日で眼が黒くlJ:り閉口する。 i由球はわ

Fかに残っているが、卵黄は吸収される。消化管内面

には敏がみられ、全長は 3.7聞に達する。

s 背鰭鰭条の分化(図4-19) 

ふ化後12日目、全長約5mmても背鰭鰭条の分化、消化

管の回転が認められる。沖占は天然てや採集した5.97mm

のヒラメは鰭条の分化が進み、消化管は発達し、回転

部の膨みが大きいと報告している。人工飼育ではこの

時期にrJレテミアノープリウスを摂餌するようになる。

が透明になってくる。

I 底体部明確(図 2-12) 

受精後25時間では怪体が明確となり、体節の分化、

限胞、クップフェル胞、色素が認められる。

m 体節の分化進む(図 3-13) 

受精後27時間30分で、体節の分化が更に進むo クップ

フェル)j包はまだ認められたが、藤田・ 11は平均水温

19.7'Cで発生させた場合のクップ7ェル胞の消失は受

精後27時間目であると報告していることから、この発

生段階からまもなくク yプフェル胞は消失すると思わ

れる。

n. 心臓の樽動開始(図 3ー14)

受精後34時間50分ではク yプフェ Jレ胞は消失し、心

臓が樽動し始める。聴器はすでに発生している。

。 心臓の持動盛んになる(図 3-15) 

受精後38時間50分で心臓は盛んに持動し、口県器が認

められる。

P. ふ化仔魚 1 (図 3-16) 

受精後49時間(水温16-20'C)でふ化するようになる。

※ 千水試報告No.30(l973)でふ化直後の仔魚の全長を2.9-3.1mmと報告しているが、この全長はふ化後 1日目の

全長である。また、ふ化直後の全長は卵筏や、発生時の水温、塩分濃度により影響を受けると思われるので更

に検討をする必要がある。
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t. 背鰭 5鰭条発達(図 4-20) 

ふ化後24日目、全長10-12mmで背鰭前端部5鰭条が

良く発達し歯が認められる。 t中l日は天然のヒラメは全

長7.58-9.84mmで5鰭条が伸長しているとし、筋肉節

数は全長7.58mmでは 1 1+ 27~ 38、全長9.84醐では12十

26~ 38と報告している。

u 右眼の移動(図 4-21) 

ふ化後25-27日間、全長11-15mmで右眼の移動した

ヒラメが認められるようになる。体形は成体形に近く

なるが、伸長鰭条が残っているヒラメはひらひら舞う

ように泳ぐ。安永はこの時期には幽門垂が明確に認め

られ、胃と腸の分化が明らかになると報告している。

沖占は天然ヒラメでは全長 12.10醐で右眼が背側に移

動していると報告している。

V. 変態完了(図4-22) 

ふ化後30日目、全長11-15mm(平均全長12mm)で変

態を完了するヒラメが出現し始める。安永If平均全長

12.7酬で変態を完了したヒラメが出現し始め、 100%完

了する全長は17mm前後であると報告している。原因-

dはふ化後31日以降で全長 9.0-19.4mmになると変態

を完了すると報告している。なお、変態を完了したヒ

ラメは極めて低鹸水に強く、天然では淡水が流れ込む

河口近くにも生息するようになる。

5 

論議

ヒラメの資源生態を調査していくうえで産卵場所、

産卵時期、産卵された卵の移送、ふ化仔魚の移動経路

を明確にしていくことは極めて重要と考えれるが、卵、

稚f子を大量に採集することが極めて困難で、あることか

ら、現状では小数の標本でこれらを推定せき、るを得な

い。しかし、室内実験での結果がある程度天然での状

態と一致すれば生態の解明に大きな役割を果す。すな

わち、沖山は石川県能登半島の沖合でヒラメの仔魚を

5月19日と 5月20日に採集し、形態を記載しているが、

室内飼育と天然での成長がほぼ一致すると仮定すると、

" j中山が報告した会長4.06mmの仔魚はふ化後10日前後と

推定され、また、全長14.8mmの仔魚、はふ化後30-40日

前後と推定される。 従って、ふ化までの日数を考慮す
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ると、産卵は 4月中旬-5月初旬に行なわれたことに

なる。この時期に採集した近くの海区から抱卵してい

る親魚、が採捕できれば、産卵場所と産卵時期はほぼ明

確になり、卵の移送、仔魚の移動の調査海区がせばめ

られることになる。また、室内実験で行なった卯の性

状が、産卵時期の海水の水温、塩分濃度に良く適応し

ていることから、海底の地形を考慮すれば海況から産

卵時期や主主卵場所を推定することもある程度可能にな

ると思われる。表1に卵の発生経過、及び仔魚の成長

を示した。
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表 1 ヒラメ卵の発生とふ化仔魚の成長

発生経過期 受精後の時間 備 考 発生経過期 受精化後後の時間
ふ の日数 備 者

2細胞期 1 時間 図 1-3 体部iOJ分イり草む 27時間30分 図 3-13 

4細胞期 2時間 図 1-4 心臓樽動する 34時間50分 図 3--14 

8細胞期 2時間3併を 図 1-5 心情嚇説草んはる 38時間50分 関 3-15 

16車問』包期 3時間 図 1-6 ふ化仔魚 1 1時間45分 図 3-16全長 2.6mm

32細)J包期 3時間45分 図 2-7 ふ化仔魚-2 3 口 図 3-17全長 3.2醐

初期桑実怪 5時間20分 図 2-8 開 口 4~5 日 図 3-18全長 3.7mm

後期桑実目玉 7自寺間 図 2-9 鰭条の原基生ピる 12 日 図4-19全長 5.0mm

胞Jlf期 8時間30分 図 2-10 5鰭 条 発 達 24 日 図4-20全長10.0mm

III盤の周緑.!~厚 14時間30分 図 2-11 底着期前 25~27rl 関4-21全長12.0mm

目玉体明確 25時間 図 2-12 底 着 耳目 30日以降 図4-22全長13.0mm

※ 7J<i品16~200C
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図 1 ヒラメ卵の発生

l 未受精卵 2 受精卵 3. 2細胞期

4. 4細胞期 5. 8細胞期 6. 16細胞期
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図2 ヒラメ卯の発生

7. 32細胞期 8.初期桑実怪 9.後期桑実佐

10.胞怪期 11. g印宇部出現 12. llE休部明確
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14，心臓持動する 15 心臓の樽動活発になる

17 ふ化後3日目の仔魚 18，関口した仔魚

ヒラメ卵とふ化仔魚

13 体節の分化進む

16 ふ化直後の仔魚

図 3
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19 

図4 ふ化仔魚、

19 背鰭鰭条の分化 20.背鰭 5鰭条発達

21.右H艮の移動 22.変態完了


